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本日お話すること

１．キヤノン（株）の概要

２．デザインの創作と保護活動　　
　　　　
３．グローバルエクセレントカンパニーを目指す
　　　　　　　　　　　　　　　キヤノンのイノベーション活動
　　
４．産学連携研究開発へ向けて
　　



キヤノン（株）の概要



キヤノン株式会社　会社概要（04年12月現在）

■企業理念：　「共生」

■資本金：　１,７３８億円（資本比率　６９．２％）

■従業員数：　108,000人（グループ全体）、21,000人（inc.）

■連結子会社数：　１８４社

■売上高：　３兆４６７９億円（連結）、　２兆２７８３億円（単独)　　

■純利益：　３,４３３億円

■売上内訳：　カメラ２７％、事務機６５％、光学機器他８％

■地域別売上げ（連結）：　日本２５％、米州３１％、欧州３１％、その他１３％
　
■トップ方針：　「真のグローバルエクセレントカンパニーへの挑戦」、「主力事業は世界No.1を
　　　　　　　　　　　目指す」、「財務体質の強化」、「生産革新」、「環境先進企業の取り組み」等



社業の源流

１９３３年（昭和８年）　創業（東京・六本木）　「精機光学研究所」　試作機に「KWANON
１９３４年（昭和９年）　「カンノン」カメラの実用新案特許出願　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「シャッター」ト「フィルム」トカ連動ヲナス写真機　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1935年登録第214536号

１９３５年（昭和10年）　商標登録
　　　　　　　　　　　　　　■世界で通用する商標として考案。　　語源は、「聖典」、「規範」、「標準」

１９３７年（昭和12年）　株式会社設立　資本金１００万円　

１９５３年（昭和28年）　ロゴの洗練

１９５６年（昭和31年）　ロゴの完成

１９５７年（昭和32年）　Gマーク選定　第一号「８T」、「L1」
　　　　　　　



プラットフォーム技術

BJ系

イメージングエンジンは自社開発！

ディス
プレイ系

①デジタカメラ

撮像系
露光
装置系

④半導体
露光装置　　

⑤デジタルTV②複写機/LB　 ③BJPR　

電子
写真系

■レンズ

■撮像素子
（CMOSセンサ）

■画像処理プロセッサ
（DIGIC)

■手ぶれ防止

■視線入力

■感光体ドラム

■レーザ光学技術

■トナー技術

■カートリッジ技術

■画像処理技術

■カラーコントローラ

■プリントヘッド

■インクカートリッジ

■高発色インク

■マイクロBJヘッド

■超精密位置決め
　　　　　　　　　技術

■次世代露光技術

■超精密光学技術

■自発光型
　　ディスプレイ（SED）

■ペーパーライク
　　ディスプレイ



パーソナルプロダクツ



ビジネスプロダクツ



インダストリー

IDEA　Silver賞



デザインの創作
と
保護活動



デザインの創作領域は拡大している（カメラの例）

・外観（意匠権） ・インターフェースデザイン（特許権、意匠権）

・パッケージデザイン（意匠権・特許権）

・絵文字（著作権等）

その他（著作権等）
・ビジュアルデザイン
・フォントデザイン
・Webデザイン
・販促材デザイン
・CG
・CAD
・ビデオ映像
・展示デザイン

・先行デザイン提案
（意匠権・特許権等）

・技術的ｱｲﾃﾞｨｱ（特許権）

・画面デザイン（意匠権等）

・ﾈｰﾐﾝｸﾞ（商標権）



デザイン保護の対象と保護活動

■プロダクトデザイン 　

　　　　　　　　　　　　　　　　
■ビジュアルデザイン
・グラフィックデザイン 　
・パッケージデザイン
・フォントデザイン　等

■インターフェースデザイン
　（画面デザイン等）

■マルチメディアデザイン
　　・ＣＧ

　　　 ・Ｗｅｂデザイン 　等　　　　　　

　　　　　　　　　　

特許法
意匠法

商標法
著作権法
　不正競争防止法

　　　　寄託　　　　
　　　　　　　　　等

■ケース・バイ・ケースで臨機応変に対応
■関係部門、関係者と連携して検討



侵害されている権利とその比率

特許権

著作権

その他

71.8

68.5

（％）

商標権

意匠権（デザイン）

出典：　ＪＥＴＲＯ　「2002年中国における知的財産権問題に関する報告」より　　



模倣品被害例

キヤノンの登録意匠（デジタルカメラ用充電池） 　意匠権侵害品　

その他
・インクカートリッジ
・トナーカートリッジ
　　　　　　　　　　　等



05年度知財功労賞（意匠活用）受賞について

【受賞のポイント】

新しいライフスタイル、ワークスタイルを「デザイン」を通して提案。グッド
デザイン賞受賞の第１号企業でもあり、創業以来、一貫してデザインを重視。
若い社員の感性を重視し、「キヤノンテイスト」として商品群に統一性を持た
せるデザイン戦略は秀逸。
キヤノン社の優れたデザイン戦略は、現在のキヤノンの発展を支えてきた大き
な柱の一つ。デザイン戦略を支える独創的な意匠権のポートフォリオも実践。



IXY　DIGITAL　L/L2の意匠図

平面図

正面図左側面図 背面図

底面図

右側面図



PIXUSの意匠図（CG図）

平面図 左側面図正面図

底面図背面図 右側面図



「IXY　DIGITAL　L」のデザインのチャレンジ

①単焦点レンズでもデザイン性で爆発的なヒット！

②デザインコンセプト＝「機能するアクセサリー」
　スタイリングと質感の高次元な融合　→　新たなユーザー層の獲得

③新しいSUS成型処理技術の導入
　サイドカバーを１枚のSUS板でコの字型加工　→　スマートでシャープ
　なフォルム＆強度アップを実現

④表面処理と色へのこだわり　

　高品質・高品位な金属の表面処理、4色カラー　→　多くのメディアで　
　話題→キヤ　ノンブランドのイメージアップに貢献（雑誌取材多数）

＊ボディ色ごとに異なる表面処理、研磨仕上げ等の量産性を確立

⑤ストラップベースの工夫

　　製品のシンボル　→　撮影時のホールド感を向上

⑥直感的でわかりやすい操作部の追求



「IXY　DIGITAL　L」のデザインの展開

ＩＸＹ ＤＩＧＩＴＡＬ Ｌ
2003年10月発売

ＩＸＹ ＤＩＧＩＴＡＬ Ｌ2 
2004年10月発売

ボディカラー、
ディテール形状変更



ファッション性で賞賛！

■デザイン賞その他実績
・ＩＦデザインアワード受賞（2004年ドイツ）　　・red dotデザインアワード受賞（2004年ドイツ）　　・グッドデザイン賞受賞（2004年日本）　・
ＪＩＤＡデザインミュージアムセレクション選定（2004年日本）　　・International Design Yearbook 選定（2005年イギリス）
・NYコレクションにIXY DIGITAL Lが登場、業界が注目！



「PIXUS」について



「PIXUS」におけるデザインのチャレンジ

　　　・インテリアに調和するモジュール
　　　・斬新でコンパクトなスタイル
　　　・機能性/操作性の追求
　　　・事務機イメージの払拭　　　　　　
　 　 ・プリンタ業界に新風を吹き込む

造形コンセプト

　「Elegance　Cube」

<技術とデザインが連携して課題解決>

<従来品>

・ＤＶＤ／ＣＤダイレクトプリントの簡便化

・コンパクト化
・給排紙の動作音や印刷音の軽減 ・生産技術と連携した表面仕上げ

・フチなし両面プリント

・フロントオペレーション
・前面給紙カセット
・オートシートフィーダカセット給紙

<PIXUS>



「PIXUS」　のデザイン展開

・ＰＩＸＵＳシリーズをイメージ統一し、訴求力を強化



インクジェットプリンターメーカー別台数シェア

キヤノン

エプソン

出典：「ＢＣＮランキング」*より *「BCNランキング」：全国のパソコン専門店、家電販売店18社、2,227店舗　（2005年4月末現在）
　　　　　　　　　　　　　のＰＯＳから日次販売データを集計



デジタルカメラメーカー別販売台数シェア

キヤノン

富士フィルム

出典：「ＢＣＮランキング」*より *「BCNランキング」：全国のパソコン専門店、家電販売店18社、2,227店舗　（2005年4月末現在）
　　　　　　　　　　　　　のＰＯＳから日次販売データを集計



デジタル一眼レフメーカー別販売台数シェア

キヤノン

ニコン

出典：「ＢＣＮランキング」*より *「BCNランキング」：全国のパソコン専門店、家電販売店18社、2,227店舗　（2005年4月末現在）
　　　　　　　　　　　　　のＰＯＳから日次販売データを集計



グローバルエクセレントカンパニー
を目指すキヤノンのイノベーション



キヤノンの「経営革新活動」

グローバル優良企業グループ構想　（1996～2005年）

■意識改革
・全体最適の追求
・利益志向への転換

■企業革新
・キャッシュフロー経営の実行
・不採算事業からの撤退

■新多角化
・本社新規事業の育成
・国際多角化

■開発革新
・3Ｄ-ＣＡＤの完全導入
・「試作レス」への挑戦

■生産革新
・コンベア方式からセル方式へ
・ジャストインタイムの実施

■販売革新
・販売子会社の再編・統合
・ソリューションビジネスの強化



「グローバルエクセレントカンパニー」を目指す

日本の
競争力
アップ

キャッシュフロー
経営

全体最適
グローバル

エクセレントカンパニー

　　　　 企業力アップ　　　　　

意識改革　
　　　　

モチベーションアップ

知財力アップ　　　デザイン力アップ　　技術力アップ　

　　

　事業競争力アップ　Ｉｎｔｅｌｌｅｃｕｔｕａｌ
Ｐｒｏｐｅｒｔｙ

　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　
Ｐｒｏｔｏｃｏｌ

　商品競争力アップ　



「キヤノンデザインポリシー」

　

　　　　■Sophisticated（洗練）

　　　　■Innovative（革新）

　　　　■Practical（実用）

　　　　■Harmonized（調和）



先行デザイン開発による経営レベルの早期商品検討

■事業部からのデザイン委託

　　次期商品企画（シーズ・ニーズの整合）→デザイン・設計→生産→販売

■アドバンスデザイン（デザイン部門からの提案）

モックアップ化・パネル化
　　　→経営者・開発者へプレゼン

ユーザーが本当に必要なモノ・コト
をデザイン部門がリサーチ＆察知！

■事業部次次期製品の仮説提示（Design　Expo）
　・経営層、事業部、開発部門への提案
　・製品の早期検討、方向性をさぐる
　・デザイン（造形、インターフェース等）の方向性をさぐる
　・商品イメージの共有
　・早期知財化による競争優位



先行デザイン開発におけるアイディアの創出と知財検討

意匠検討 特許検討

創作者
デザイン知財リエゾン
知財部門メンバー

戦略的出願

アイディアスケッチ
メモ

レンダリング
２D・３D/CG

アイディア展開

　・相談（意匠・特許・商標・著作権等）
　・先願調査（個別＆プロジェクト）
　・アイディアの特許性吟味
　・創作者の特定
　・知財教育（意匠、特許、先願調査等）

モックアップ 意匠の絞込み

試作品
意匠出願

・各国特許庁
・日本デザイン保護協会（寄託）　等発表

発売



「グローバルエクセレントカンパニー」へ向けて

■選択と集中（「やる、やめない」、「強いところは、より強く」）
■仕事への誇り、働き甲斐、社員と企業との一体感が必要！

キヤノンのDNA　（永続的・持続的規律文化、共有認識）

■「共生の理念」→社是（グローバル環境下での社会的責任）

■「三自の精神（自発、自治、自覚）」→行動指針

■「たゆまぬ革新」→「開発・生産・販売」で全社活動

■「キヤノンロゴ」→先進の技術とサービス活動で世界標準、業界規範

■「技術力」→キヤノンの価値の源泉(独創技術で競争力の創出）

■「知財力」→プロパテント（知財重視）「論文より特許を！　公報を読め！」

■「デザイン力」→「仮説提示力」、商品価値アップ、ブランド価値アップ　



産学連携研究開発へ向けて



写真産業の構造変革とキヤノンの強み

・デジタルカメラ
・ビデオカメラ
・スキャナー
・バブルジェットプリンター（小型～大型）
・薄型ＴＶ（ＳＥＤ）

・銀塩スチルカメラ
・銀塩ムービーカメラ

デジカメ
記録メディア

フォト
プリンター

フォトプリンティング
システム（紙・インク）

銀塩
カメラ

フィルム

ＤＰＥ

20世紀の写真産業 21世紀の写真産業



インクジェット印刷市場の将来予測

出典：　「平成１６年度　特許出願技術動向調査報告書　インクジェット用インク（要約版）」　特許庁



インクジェット用プリンター市場規模とインク技術開発状況

出典：　「平成１６年度　特許出願技術動向調査報告書　インクジェット用インク（要約版）」　特許庁
　　　　原典：（社）電子情報技術産業協会「プリンタに関する調査報告書」（平成１６年３月）
　　　　 注）：　プリンター市場は２００３年のデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



日米欧三極へのインクジェット用インク関連の特許出願件数上位企業と出願件数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1990年～2002年）

出典：　「平成１６年度　特許出願技術動向調査報告書　インクジェット用インク（要約版）」　特許庁



日米欧三極への特許出願件数上位企業と出願件数推移

出典：　「平成１６年度　特許出願技術動向調査報告書　インクジェット用インク（要約版）」　特許庁



キヤノン（株）によるトナー・インクカートリッジの摘発件数推移

出典：　「平成１６年度　特許出願技術動向調査報告書　インクジェット用インク（要約版）」　特許庁
　　　　　　田中信義、IS&T　NIP-20、　Panel　Discuｓsioｎ



インクジェット関連製品を含むカラーマッチング標準化作業の推進体制

出典：　「平成１６年度　特許出願技術動向調査報告書　インクジェット用インク（要約版）」　特許庁



インクジェット技術の画像分野、産業分野への展開と課題

出典：　「平成１６年度　特許出願技術動向調査報告書　インクジェット用インク（要約版）」　特許庁



企業と大学の研究開発

企業の研究開発

大学の研究開発

生産
販売

設計
試作

要素
開発

先端
研究

「超」先端研究

（事業近隣の研究開発）

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

今日　　　　　　　　　5年後　　　　　　　10年後 時間



これからの日本

先端研究
（教育）
開発
生産
販売

今まで

「超」先端研究
（教育）
開発
生産
販売

「超」先端研究
（教育）
開発
生産
販売

＋ ＝

産学連携企業 大学

×
先端研究
（教育）
開発
生産
販売

「超」先端研究
（教育）
開発
生産
販売

これから

（シナジー効果）

「超」先端研究
（教育）
開発
生産
販売

＝

企業 大学 産学連携



ご清聴
ありがとうございました


